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国語（言葉の特徴や使

い方に関する事項）
国語（我が国の言語文

学に関する事項）

国語（話すこと・聞く

こと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

算数（数と計算）

算数（図形）算数（変化と関数）

算数（データ活用）

理科（「エネルギー」

を柱とする領域」）

理科（「粒子」を柱と

する領域」）

理科（「生命」を柱と

する領域」）

理科（「地球」を柱と

する領域」）

小諸市

全国＝100

市内小学校
全国と比較し国語、算

数、理科ともに「ほぼ

同じ」結果でした。

令和４年４月１９日、全国学力・学習状況調査が行われました。この調査は、小学校６年生と中学校３年

生を対象として、今年度は国語、算数・数学、理科の３教科で実施されました。（理科は４年ぶりに実施） 

 小諸市内小中学校の調査結果は、学習指導要領の内容項目の平均正答率を全国（１００）と比べると、下

記のグラフのような結果となりました。出題の趣旨からみた主な成果（◎）と課題（△）も示しました。 

 

国語（言葉の特徴や使

い方に関する事項）
国語（情報の扱い方に

関する事項）

国語（我が国の言語文

学に関する事項）

国語（話すこと・聞く

こと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

理科（「エネルギー」

を柱とする領域」）

理科（「粒子」を柱と

する領域」）

理科（「生命」を柱と

する領域」）

理科（「地球」を柱と

する領域」）

小諸市

全国＝100

市内中学校
全国と比較し国語、数

学、理科ともに「ほぼ

同じ」結果でした。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度   小諸市の全国学力・学習状況調査の結果    小諸市教育委員会 

      ◎学年別漢字配
当表に示され 

ている漢字を文の中で正しく 
使う。 

△漢字や仮名の大きさ、配列に 
注意して書く。 

 
◎図形を構成す
る要素に着目 

して長方形の意味や性質、構 
成の仕方について理解してい 
る。 

△百分率で表された割合と基準 
量から、比較量を求めること 
ができる。 
 

◎予想が確かめら      
れた場合に得 れる結果を見通 
して、問題を解決するまでの
道筋を構成し、自分の考えを 
もつことができる。 

△水は水蒸気になって空気中に 
含まれることを理解してい 
る。 

国語（小） 

      ◎行書の特徴を
理解する。 

△聞き手の興味・関心などを考 
慮して、表現を工夫する。 

 
      ◎自然数を素数の 

積で表すことが 
できる。 

△一次関数の変化の割合の意味 
を理解している。 

 
◎化学変化に関す 
る知識及び技能 

を活用して、水素の燃焼を分 
子のモデルで表した図を基に 
化学反応式で表すことができ 
るかどうかをみる。 

△玄武岩の露頭で化石が観察で 
きるかを問うことで、岩石に 
関する知識及び技能を活用で 
きるかどうかをみる。 

◇小諸市内小中学校ともに、基礎的な知識や技能はほぼ全国同様に身についています。小学校・算数（変

化と関数）、中学校・国語（話す聞く）、数学（図形・関数）には課題傾向がみられます。また、記述式問題

の正答率が低めな傾向にあります。 

◇次頁には、右上の各教科に示した課題（△）に関して、児童生徒が苦手としている実際の問題の一部を

取り上げてみました。また、児童生徒質問調査の結果からみえてきた点もまとめました。 

理科（小） 

算数（小） 

国語（中） 

数学（中） 

理科（中） 
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 国語（小） 

 

 算数（小） 

 

苦手（課題△）としている問題は？・・・ 
・児童生徒が苦手としている実際の問題は、以下のようなものでした。（各問題にはどんなねらいがあるの
か、どんな力が求められているか等の解説も付しました） 

 

                  
 国語（中） 

                   
 数学（中） 

 理科（中） 

・
こ
の
問
題
の
正
答
例
は
、「
皆
さ
ん
、
最
近
、
ふ

だ
ん
の
生
活
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
せ
ん
か
。」
で
す
。
友
達
か

ら
の
助
言
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
加
え

て
直
す
の
が
よ
い
か
考
え
、
実
際
に
話
す
よ
う
に

適
切
に
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

・
こ
の
問
題
の
正
答
は
、
４
番
で
す
。
手
紙
を
書
き

直
す
際
に
、
相
手
の
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
、
行
の

中
心
に
文
字
の
中
心
を
そ
ろ
え
て
書
い
て
い
る
こ

と
を
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

・この問題の正

答は、アです。

一次関数の変

化の割合は、一

次関数の変化

の仕方につい

て明確に捉え

る際に必要で

あることから

出題されてい

ます。 

 

 

・この問題の正

答は、Ｘがア、

Ｙがイです。玄

武岩が火成岩

であるという

知識と、マグマ

が冷えて固ま

った火成岩に

は化石が含ま

れないという

知識とが関連

付けられます。 
 

 

・この問題の正答は、400(mL)です。果汁が 40%含ま

れている飲み物が 1000mLあるとき、40%が割合であ

ることと、1000mLが基準値であることを捉えて、比

較量を求めることが必要です。 

 

・この問題の正答は、水蒸気です。水は空気中で目
に見えない状態の水蒸気となって存在しているこ
とについて、科学的な言葉や概念を理解しているこ
とが必要です。 

理科（小） 

１ とめやはねの書き方 

２ 文字の大きさ 

３ 文字と文字との間 

４ 行の中心 
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Ｑ②毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか
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※【注】①～⑤の回答には、「どちらかといえば」の項目

も含み、比較しています。 

 

 

0
10
20
30
40
50
60
70
80

Ｑ⑤自分には、よいところがあると思いますか

思う 思わない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇①毎日、朝食を食べている児童生徒ほど、正答率

が高いことが分かります。 

◇②③就寝・起床時刻など、規則正しい生活習慣が

身についている児童生徒ほど、正答率が高い傾

向にあります。（特に小学生） 

◇『早寝・早起き・朝ご飯』、生活リズムはすべて

の基本です。 

◇④ふだんから読書をしている児童生徒ほど、正

答率が高いことが分かります。「読む」習慣を身

につけることが大切です。 

◇⑤子どもたちは認め励まされることで、少しず

つ成長します。その積み上げが学習への「やる

気」（学習意欲）につながります。 

◇⑥スマホやＰＣなどの使用は、できる時間や場

所を決めるなど、計画的に行うような工夫が必

要です。 

正答率からみた生活習慣と学力の関係性は・・・（児童生徒質問調査の結果から） 

・子どもたちの学力向上には、学校での授業や家庭学習の充実に加え、基本的な生活習慣を定着させる

ことも欠かせない要因となります。下記の各質問について、正答率との関係をクロスしてみました。 
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・また、学力の向上には、基本的な生活習慣を身につけることに加え、自分に自信を持ったり、将来

について希望を持ったりすることや、子どもたちが「わかった」「できた」と感じられる授業改善に向

けた取り組みも必要と言えます。以下の各質問に関して、小諸市と全国を比較してみました。 

 

今後の取り組みについて・・・ 

・これらの結果は、学力や学習状況の一部であることをふまえつつ、今後の各校の授業改善や家庭と

学校との連携のあり方について、考えるきっかけとして活用し、これからの時代に求められる子ども

たちの資質や能力の育成を図っていきます。  ＜小諸市教育委員会＞ 

◇⑩⑪算数・数学の質問結果を例に挙げてみますと、勉強が好きで、授業が

分かる傾向にあります。他教科の授業においても、子どもたちが「わかった」

「できた」と実感できること、そしてその積み重ねが学力の向上につながり

ます。そんな授業を目指し、先生たちも授業改善に努めます。 
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Ｑ⑧難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか

している していない
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Ｑ⑪算数・数学の授業の内容はよく分かりますか
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Ｑ⑨自分には、よいところがあると思いますか

思う 思わない

※【注】⑦～⑪の回答には、

「どちらかといえば」の項目

も含み、比較しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇⑦市内児童生徒は最後までやり通そうとする

気持ちが高いです。学習においてもその粘り強

さを発揮することが必要です。 

◇⑧挑戦心が高いことがわかります。あきらめず

チャレンジする気持ちを更に育てていくこと

が大切です。 

◇⑨子どもたちは、頑張りやよさ・考えを認めて

もらうことで、自己肯定感が高まります。 

 


